
受理
番号 質問者 主な質問項目

１．１年間の答弁の総括と事業化等の進捗状況を問う。

　①倒壊家屋の圧死対策と犠牲者の埋火葬について

　②ボランティアの宿泊所確保と災害相互応援協定について

　③災害対応ドローンの導入について

　④ヘルパーの養成について

　⑤コメ作りと後継者育成について

　⑥ドクターヘリのヘリポート整備について

２．高校再編に伴う佐川高校の危機について問う。

　①現状の見通しと佐川町の対応について

３．町長の政治姿勢と新年度予算の特徴について問う。

　①新年度予算の特徴と目玉政策について

　②行財政の運営方針について

１．カーボンゼロの施策

　ゴミの削減について

　①地球温暖化対策実行計画について

　②生ゴミの削減について

　③プラゴミの収集について

　④子どもの教育について

　⑤住民と共により良い生活作りを

　学校の断熱化

　①学校の窓や天井の断熱を

　②太陽光パネル設置は

２．マイナ保険証について

　①マイナ保険証がなくて困るか

　②資格確認書は誰に送るか

　③全ての人が安心できるお知らせを

１．町内の空き家の現状は

　①各集落の空き家の現状は。

　②貸し家にしたい物件の家財道具の処分費用を、補助金で出すことにしてみてはどうか。

２．人口減少対策について

　①県は人口減少対策総合交付金費として予算を組んでる。本町としてどのような計画を考えているか。

　　また、考えられるか。

３．町内の歯科医院の現状について

　①町内には３つの歯科診療所が有るが、既に越知町でも歯科医院が無くなっている。本町でも減少す

　　　ることが考えられる。町民の歯の健康を守るためにも、町立の歯科医院併設を、たとえば高北病院

　　　内に考えてみては。将来、歯科医院が減少すれば児童、学童の歯科検診などにも影響が出てきは

　　　しないかと考えるが。

４．図書館さくとについて

　①利用者から、開館時間の延長が出来ないかとの声が有る。

５．その他

　①町長の今後の政治姿勢について

１．農業振興について

　①農業振興計画について方向と内容、土地基盤の整備や担い手の育成、その推進体制を問う。

２．新図書館について

　①開館後の利用状況と現状の課題、今後の活動について問う。
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１．第6次佐川町総合計画について

　①人口減少対策の取り組み等について

　②佐川高校再編計画と町政の課題について

　　　～第2期まち・ひと・しごと総合戦略と重ねて～

２．地域医療を担う高北病院の役割と課題について

　①県の公立病院統廃合計画の動き等について

　②仁淀川流域の公立病院としての役割等について

３．新産廃施設建設の進捗状況について

　①地元説明会の内容等に関わって

　　～南斜面の新たな崩落の原因と対策について～

　②現地視察の対応等について

１．新年度予算編成の基本的な考え方と内容について

　①新年度予算の基本方針について

　②県予算を踏まえた町の人口減対策の内容について

　③地域振興事業の事業別執行額と予算内容について

　④その他

２．異常気象等による農産物への被害について

　①令和6年産農産物の被害状況について

　②今後の生産支援対策について

　③その他

３．佐川高校存続への取り組みについて

　①町が考える佐川高校存続のための取り組みについて、2025年から始まる県立高校振興再編計画の

　　内容を踏まえて問う。

４．高北病院の受診対応について

　①病院における予約時間と診察時間の誤差が大きい状況が見られる、どのような考え方で予約時間を

　　設定しているのか、モニター表示の順番も表示が遅れる理由はなぜか、受診対応の考え方を聞く。

１．財政状況について

　①財政の現状、そして将来予測について

　②公共施設の維持管理費について

　③財政の健全性をどう維持していくのか

２．道の駅について

　①売上金横領着服容疑の件について

　②地域経済への貢献について

　③今後の課題や対応策について

３．移住定住政策について

　①人口減少対策総合交付金の使用用途は

　②R７年度の移住定住施策の方針は

1．佐川町図書館について

　①維持管理対策について

　②図書館と本屋の提携について

２．有事の際の食糧法について

　①４月から食糧供給困難事態対策法が執行されるが、その説明と地方の行政は介入できないことは承

　　知の上だが、実際に有事になった場合に町政の対応は

３．選択的夫婦別姓制度の進め方について

　①制度自体について、賛成多数となったが、懸念点も多いため、どのように進める予定なのか

４．高知県からの人口転出５６％増について

　①「高校改革と魅力化」を進めようとしているが、「魅力ある学校」とはどういうものだと考えるか

　　・仕事がなければ永続的な定住に繋げられない

　　・地方では農業も大事で、稼げる農業などの取り組みは町として考えているか

　　・町内企業でも厳しさを感じている経営者は多い

　　・町での対応には限界もあると思うが、何か進めている対策はあるか
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１．避難訓練・避難所運営訓練で感じた課題とDX

　①避難所運営訓練を指導し感じた考察、避難所運営訓練に対する考え方（多くの自主防の参考になれ

　　ば）

　②避難所の開設で、住民負担がかかる避難者の受け入れを効率化する避難所DXの可能性

２．佐川高校魅力化・存続への取り組み状況について

　①地域コンソーシアム設置の経過進捗の状況

　②努力目標４１人（令和９年度）確保に向けた町長の今現在の率直なお考え

　③サカワークのような地域学を仁淀川地区に広げ、子供たちに広く学んでもらうことは高校存続にも活

　　かされるが検討は

　④佐川高校の魅力化・存続は地域コンソーシアムの設置とアクションプランの実行がカギだ。実行体制

　　はどうするのか

３．佐川地区住民の居場所、夢まちランド修繕要望への対応について

　①施設を利用するあったかの実績

　②修繕計画の内容及び予算

　③今回に対応できない部分の考え方

４．農産物の高温乾燥対応

　①冷却や灌水設備設置等への支援策

５．燃料費高騰対策

　①公共交通ハイヤー・バスへの支援策

１．佐川高校について

　①町としての次年度の取り組みは

　②地域コンソーシアムの取り組みについて

２．自治体DXについて

　①自治体情報システム標準化の目途は

　②各課の現在までの状況は

　③持続可能な人員配置を

３．訪問介護事業について

　①前回の質問以降の経過を問う

　②県内他町村の取り組みについて

４．防災対策について

　①防災へのDXの活用状況は

　②既存の井戸の活用について

　③防災運動会の推進を

５．道の駅の今後の計画について

　①前回の質問以降の経過を問う

　②今後の仕掛けについて

６．移住施策と地域おこし協力隊の活用について

　①近年の現状の確認

　②今後の計画について

　③地元の同世代との協働推進を

７．桜座の活用について

　①近年の設備の保守状況と今後の計画を問う

9 田村　幸生

10 岡林　哲司


